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G空間情報とICTの関連事業の推進の環境  
 北見工業大学の教員、卒業生を中心となり研究会が10年前に発足し積極的な活動を実施 

 
安心･安全に生かす情報技術のため「民・学・産・公・官」の連携によるセミナーの開催 
 

 
 

 

 

  

 

  

  

    

    

  

    

講演会約100名を含め約320人が来場 









危険の見える化＝暴風雪（ホワイトアウト）のハザードマップ 
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視程障害＋吹き込み図＝（危険箇所） 寒地土木研究所の視程障害頻度図 

除雪担当部署の吹き込み図 基本図（北見市北見自治区） 







ICT街づくりに向けての効果・課題 
 
・地域性暴風雪ハザードマップの公開→住民はリアルタイムの状況を知りたい。 
  今後の課題としてはリアルタイムに危険箇所情報を配信することで、より住 
  民の安全を確保したい。 
 
・北まるneｔ患者登録推進  

  平成２５．４  ９８人（医療機関 １３人 介護機関８５人）             
→平成２６．６ ４５２人（医療機関 １８人 介護機関４３４人）→登録推進が必要 
 

・簡易路面平坦性測定装置（スタンパー）による道路維持補修の確立 
 道路パトロールでは視覚的に判断が難しい道路劣化（平坦性）の可視化が車      
 を走行させるだけで可能になったことにより、今後は改修基準を決めて効率的 
 な補修計画に役立てていきたい。→他自治体での活用を期待 

 


